
Ⅱ
児童生徒のコミュニケーション能力の育成

１ 身に付けさせたいコミュニケーション能力の分析

・コミュニケーション能力を構成する５つの力

・発達の段階を踏まえた児童生徒の具体の姿

２ コミュニケーション能力の育成に資する手法を理解

する校内研修プログラム

・構成的グループエンカウンター

・ピア・サポート

・アサーショントレーニング

３ コミュニケーション能力を育成する指導の工夫

・小学校における実践例

（国語／算数／生活／音楽／体育／家庭／道徳／外国語活動／特別活動／

朝の会・帰りの会／係活動・当番活動）

・中学校における実践例

（国語／理科／外国語／道徳／特別活動）

・高等学校における実践例

（国語／数学／現代社会／地理／総合的な学習の時間）



 

 

 

 

○ コミュニケーション能力を構成する５つの力 
 

コミュニケーション能力のとらえ方には様々ありますが、本研究では、目指す児

童生徒像として設定した「自分自身の可能性を肯定的に認識し、主体的に行動する

児童生徒」、「他者の考えや立場を理解し、協働する児童生徒」を育てる観点から、

必要と考えられるコミュニケーション能力を、いくつかの要素に整理しました。 

小、中、高等学校学習指導要領及びコミュニケーション教育推進会議（文部科学

省）においてとりまとめた審議経過報告等を分析し、「自分自身の可能性を肯定的に

認識し、主体的に行動する」ための力として「自分の役割を果たす力」、「前向きに

考える力」が必要であると考えました。また、「他者の考えや立場を理解し、協働す

る」ための力として、「自分自身や他者を理解する力」、「他者に働きかける力」が必

要であると考えました。 

    さらに、コミュニケーションや感性・情緒の基盤となる基礎的・基本的な技能と

して、相手、目的や意図、場面や状況に応じて適切に表現したり正確に理解したり

する「話す力・聞く力」が必要であると考えました。 

    そこで本研究では、これら５つの力を、コミュニケーション能力を構成する力と

とらえました。 

 

 

■コミュニケーション能力を構成する５つの力■ 

自分の役割を 
果たす力 

前向きに考える力 
自分自身や他者
を理解する力 

他者に働きかける力 話す力・聞く力 

自分には多様

な役割があるこ

とや、その役割

を果たすことの

意義を理解し、

責任をもって役

割を果たす力 

 自分の思考や

感情を律し、今

後の成長のため

に進んで学ぼう

とする力 

 自分自身と他

者の個性や感情

を理解し、受け

入れる力 

 様々な他者を

認めながら協働

していく力 

 

 

 相手、目的や

意図、場面や状

況などに応じて

適切に表現した

り正確に理解し

たりする力 

 

                                                  

身に付けさせたいコミュニケーション能力の分析 
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○ 発達の段階を踏まえた児童生徒の具体の姿 
 

国語、道徳、特別活動の指導内容及びキャリア教育で身に付けようとする能力を

基に、コミュニケーション能力を構成する５つの力に関わるものを分析し、発達の

段階を踏まえた児童生徒の具体の姿として一覧に整理しました。  

   

■発達の段階を踏まえた具体の姿■ 

自分の役割を
果たす力

前向きに考える力
自分自身や他者を

理解する力
他者に働きかける力 話す力・聞く力

第
１
・
２
学
年

○　自分がやらなければ
○ならない勉強や仕事を
○しっかり行っている。

○　よいことと悪いこと
○の区別をし、よいと思
○うことを進んで行って
○いる。

○　自分の好きなことや
○嫌いなことをはっきり
○と言っている。
○　友達と仲良く遊び、
○助け合っている。
○　他者を思いやり、親
○切にする。
○　お世話になった人に
○感謝している。

○　あいさつや返事をし
○ている。
○　「ありがとう」「ご
○めんなさい」を言って
○いる。
○　自分の考えをみんな
○の前で話している。

○　相手に応じて、話す
○事柄を順序立て、丁寧
○な言葉と普通の言葉と
○の違いに気を付けて話
○している。
○　互いの話を集中して
○聞き、話題に沿って話
○し合っている。

第
３
・
４
学
年

○　自分でやろうと決め
○たことを、粘り強くや
○り遂げている。

○　過ちは素直に改め、
○正直に明るい心で元気
○よく生活している。
○　正しいと判断したこ
○とは勇気をもって行っ
○ている。

○　自分のよいところを
○見付けている。
○　友達のよいところを
○認め、励まし合ってい
○る。
○　自分の生活を支えて
○くれている人に感謝し
○ている。
○　自分の特徴に気付き
○よいところを伸ばして
○いる。

○　自分の意見や気持ち
○をわかりやすく表現し
○ている。
○　他者の気持ちや考え
○を理解しようとしてい
○る。
○　他者と協力して、学
○習や活動に取り組んで
○いる。

○　相手や目的に応じて
○理由や事例などを挙げ
○ながら筋道を立て、丁
○寧な言葉を用いるなど
○適切な言葉遣いで話し
○ている。
○　互いの考えの共通点
○や相違点を考え、司会
○や提案などの役割を果
○たしながら進行に沿っ
○て話し合っている。

第
５
・
６
学
年

○　自由を大切にし、自
○律的で責任ある行動を
○している。

○　より高い目標を立て
○希望と勇気をもってく
○じけないで努力してい
○る。
○　誠実に、明るい心で
○楽しく生活している。

○　自分の長所や欠点に
○気付き、自分らしさを
○発揮している。
○　話合いなどに積極的
○に参加し、自分と異な
○る意見も理解しようと
○している。
○　自分の特徴を知って
○悪いところを改め、よ
○いところを積極的に伸
○ばしている。

○　思いやりの心をもち
○相手の立場に立って考
○え行動しようとしてい
○る。
○　異年齢集団の活動に
○進んで参加し、役割と
○責任を果たそうとして
○いる。

○　目的や意図に応じて
○事柄が明確に伝わるよ
○うに話の構成を工夫し
○ながら、場に応じた適
○切な言葉遣いで話して
○いる。
○　互いの立場や意図を
○はっきりさせながら、
○計画的に話し合ってい
○る。

○　自律の精神を重んじ
○自主的に考え、誠実に
○実行してその結果に責
○任をもっている。

○　より高い目標を目指
○し希望と勇気をもって
○着実にやり抜く強い意
○志をもっている。
○　自己を見つめ、自己
○の向上を図るとともに
○個性を伸ばして充実し
○た生き方を追求してい
○る。

○　自分と他者の個性を
○理解し尊重している。
○　自分の言動が相手や
○他者に及ぼす影響を理
○解している。
○　自分の悩みを話せる
○人がいる。

○　他者に配慮しながら
○積極的に人間関係を築
○こうとしている。
○　人間関係の大切さを
○理解し、コミュニケ－
○ションスキルの基礎を
○習得している。
○　リーダーとフォロアー

○の立場を理解し、チー
○ムを組んで互いに支え
○合いながら仕事をして
○いる。
○　新しい環境や人間関
○係に適応している。

○　場の状況や相手の様
○子に応じて話すととも
○に敬語を適切に使って
○いる。
○　話合いが効果的に展
○開するように進行の仕
○方を工夫し、課題の解
○決に向けて互いの考え
○を生かし合っている。

○　自己の生きる場とし
○ての社会をよりよいも
○のにしていくことが、
○誰にとっても重要であ
○ることに気付き、社会
○の構成員として積極的
○に自己の役割を果たし
○ている。

○　人間として望ましい
○在り方について学び自
○己の生き方を主体的に
○選んでいる。

○　自己の職業的な能力
○及び適性を理解し、そ
○れを受け入れて伸ばそ
○うとしている。
○　他者の価値観や個性
○のユニークさを理解す
○るとともに、それを受
○け入れている。
○　互いに支え合いわか
○り合える友人がいる。

○　自己の思いや意見を
○適切に伝え、他者の思
○い等を的確に理解して
○いる。
○　異年齢の人や異性等
○様々な他者と場に応じ
○た適切なコミュニケー
○ションを図っている。
○　リーダー・フォロアー

○シップを発揮して、相
○手の能力を引き出し、
○チームワークを高めて
○いる。
○　新しい環境や人間関
○係を生かしている。

○　目的や場に応じて、
○効果的に話したり的確
○に聞き取ったりしてい
○る。
○　話したり聞いたり話
○し合ったりしたことの
○内容や表現の仕方につ
○いて自己評価や相互評
○価を行い、自分の話し
○方や言葉遣いに役立て
○るとともに、ものの見
○方、感じ方、考え方を
○豊かにしている。

高
　
等
　
学
　
校

　　　　   力
 校種

小
　
　
学
　
　
校

中
　
　
学
　
　
校
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○ 本研究で取り上げる教育相談の手法 
 

本研究では、コミュニケーション能力の育成に資する手法として、教育相談の代

表的な手法である「構成的グループエンカウンター」、「ピア・サポート」、「アサーショ

ントレーニング」を取り上げました。 

教育相談の手法 教育活動において活用する際のねらい等 

構成的グループ
エンカウンター 

・出会いの時期の人間関係づくりを支援する 
・固定的な人間関係の打開を支援する            等 

ピア・サポート 
・思いやりにあふれた学校環境づくりを支援する 
・児童生徒同士のサポート活動を支援する          等 

アサーショント
レーニング 

・対人場面で自分の伝えたいことを伝えることを支援する 
・社会的行動の獲得を支援する               等 

 

 

○ コミュニケーション能力を構成する５つの力と教

育相談の手法 
 

「構成的グループエンカウンター」、「ピア・サポート」、「アサーショントレーニ

ング」は、本研究におけるコミュニケーション能力を構成する５つの力を育成する

指導を行う際、次のように活用することができると考えます。  

 

教育相談の手法 コミュニケーション能力を構成する５つの力の育成への活用 

構成的グループ

エンカウンター 

【「自分の役割を果たす力」を育成するために】 

 ・互いの成長や活躍などを認め合う活動を通して、自分に

できることや役割に気付く。 

【「前向きに考える力」を育成するために】 

 ・互いの個性を認め合う活動を通して、自己の個性を伸ば

して充実した生き方を追求しようとする意欲を高める。 

【「話す力・聞

く力」を育成

するために】 

・他者と関わ

り合う活動

を通して、

相手、目的

や意図、場

面や状況な

どに応じて

適切に表現

したり正確

に理解した

りする力を

身 に 付 け

る。 

ピア・サポート 

【「自分自身や他者を理解する力」を育成するために】 

・自分のよさや個性がわかり、他者のよさや感情を理解し、

尊重できるようにする。 

【「他者に働きかける力」を育成するために】 

 ・思いやりの気持ちをもち、相手の立場に立って考え行動

できるようにする。 

アサーショント

レーニング 

【「前向きに考える力」を育成するために】 

 ・正しいと判断したことを、相手に率直に伝えることがで

きるようにする。 

【「自分自身や他者を理解する力」を育成するために】 

 ・自分の考えを大切にし、相手の考えを尊重することがで

きるようにする。 

【「他者に働きかける力」を育成するために】 

 ・自己の思いや意見を適切に伝え、他者の思い等を的確に

理解することができるようにする。 

コミュニケーション能力の育成に資する手法を理解する
校内研修プログラム 
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コミュニケーション能力の育成に資する手法を理解する校内研修

「エンカウンター」とは、「出会う」という意味です。意図的に構成されたグループでの体

験を通しながら他者に出会い、自分に出会います。人間関係づくりや相互理解、協力して問題

解決する力などが育成されます。集団のもつプラスの力を最大限に引き出す方法と言えます。

学級づくりや保護者会などに活用できます。

構成的グループエンカウンターは、ねらいや目的に応じて様々な種類がありますが、学校の

教育活動においては、次のような流れで行います。

○ エクササイズのねらいを明確にする

○ 児童生徒の実態に合わせ、タイムリーに実施する

○ 単なる遊びにならぬよう、けじめをつける

○ エクササイズのねらいに応じて教師の自己開示をする

○ 発達の段階や各教科・領域との関連を踏まえて計画的に実施する

導 入 ・大まかな流れについて説明します。

ウォーミングアップ ・簡単なリレーション（関係）づくりを行い、心身の準備

運動をします。

教師のフィードバック ・エクササイズに向けた準備ができているかどうかを確認

します。

エクササイズの説明 ・エクササイズのねらいや動きなどを説明します。

エクササイズ ・活動の様子をしっかりと観察します。

シェアリング ・エクササイズを通して感じたこと、気付いたことなどを

発表し合い、分かち合います。

ま と め ・全体の振り返りを行います。

◆エクササイズ◆

エクササイズとは、心理面の発達を促す課題のことです。エクササイズの種類に

は、「自己理解」「他者理解」「自己受容」「自己表現・自己主張」「感受性の促進」「信

頼体験」の６つがあります。

例えば、2人１組で行うエクササイズ「トラストウォーク」は、一緒に歩くこと

によって生じる安心感や不安感などを体験するもので、「信頼体験」に分類されま

す。

構成的グループエンカウンターとは

構成的グループエンカウンターの進め方

実施する際に留意すること

構成的グループエンカウンター
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校内研修で構成的グループエンカウンターを実施することにより、エクササイズを通して自分や

他者の理解を深め、あたたかな人間関係づくりのスキルを体験的に理解し、児童生徒に対する様々

な指導に役立てることができます。

【例１】他者理解を促すためのエクササイズ「質問ジャンケン」

１ このエクササイズのねらい

友達同士が肯定的に認め合える雰囲気づくりをし、交流を促進する。

２ 学校の教育活動では

・学級開き後の人間関係づくりの支援

・固定的な人間関係の打開

３ 研修の流れ

① ペアになって座ります。

② 指導者は、ねらい、大まかな内容、ルール、留意点を説明します。

③ ジャンケンをして、勝った人は、負けた人に１つ質問します。その際、自分が聞かれて

答えたくないようなことは質問しないようにします。

④ 負けた人は、質問に答えます。わからないことや答えられないことを質問された場合は、

「わかりません」「答えられません」と言ってもかまいません。

⑤ ペアで、エクササイズを通して気付いたことや感じたことを交流（シェアリング）しま

す。

【例２】自己理解・他者理解を促すためのエクササイズ「二者択一」

１ このエクササイズのねらい

お互いの好みや考え方を伝え合うことで、相互理解を

促進する。

２ 学校の教育活動では

・出会いの時期の人間関係づくりの支援

３ 研修の流れ

① 2人１組になって座ります。

② 指導者は、ねらい、大まかな内容、ルール、留意点

を説明します。

③ 個人で、ワークーシートの各項目について、２つの

うちから好きなほうを選びます。

④ ２人で、１項目ずつ、選んだものとその理由につい

て紹介し合います。

⑤ ２人で話したことの中で、他の人に紹介したくなった

ことや、感じたこと、気付いたことなどを全体に発表し、

交流（シェアリング）します。

校内研修で構成的グループエンカウンターを実施する意義

校内研修で行う構成的グループエンカウンターの例

二者択一

年 組 番 名 前

１ ジュース ・ アイスクリーム

２ カレーライス ・ ラーメン

３ 先 生 ・ 生 徒

生まれ変わるなら

４ 男 ・ 女

5 社 長 ・ 副社長

６ 太 陽 ・ 月
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【例３】自己受容を促すためのエクササイズ「みんなでリフレーミング」

１ このエクササイズのねらい

自分の短所は、見方を変えれば長所でもあることを知り、自己肯定感を高める。

２ 学校の教育活動では

・２学期以降の信頼関係づくりの支援

３ 研修の流れ

① ４人グループになって座ります。グループの中を、さらに２人ずつのペアに分けます。

② 指導者は、ねらい、大まかな内容、ルール、留意点を説明します。

③ 自分が短所だと感じていることをワークシートに書き、相手ペアと交換します。

④ 「リフレーミング辞書」を参考にしながら、ペアで話し合い、相手ペアの短所を長所に

書きかえます。

⑤ ４人グループに戻り、長所に書きかえた言葉を相手に伝えます。

⑥ リフレーミングの結果を聞いて感じたことを交流（シェアリング）します。

みんなでリフレーミング リフレーミング辞書

あなたの名前を書きましょう。 書きかえたい言葉 リフレーミングすると

① さんは 甘えん坊な 人にかわいがられる

飽きっぽい 好奇心が旺盛な

あなたが、自分の短所だと感じていることを書き 様々なことに興味がある

ましょう。 あきらめが悪い 一途な

② チャレンジ精神に富む

（こと）を自分の短所だと感じています。 あわてんぼう 行動的な

いいかげんな こだわらない

しかし、見方を変えれば、それは おおらかな

③ 意見が言えない 争いを好まない

という長所なのです。 協調性がある

【例４】感受性を促すためのエクササイズ「ありがとうカード」

１ このエクササイズのねらい

人のよさを見付けることで他者に対する肯定的な感情を

育てるとともに、お互いの気持ちを交換して自分の成長を

確認する。

２ 学校の教育活動では

・行事、終業式、卒業など集団生活が終わる時期におけ

るグループの帰属意識の支援

３ 研修の流れ

① ４～５人グループになって座ります。

② 指導者は、ねらい、大まかな内容、ルール、留意点を

説明します。

③ ワークシートを洗濯ばさみで自分の背中に付けます。

④ グループのメンバーそれぞれに伝えたい自分の気持ちを

ハートのカードに記入し、相手の背中のワークシートに貼

ります。

⑤ 指導者の合図で、一斉に背中のワークシートをはずし、

それぞれ声に出さずにメッセージを読みます。

⑥ メッセージを読んで感じたことをグループで話し合い、全体で交流（シェアリング）を

行います。（交流を行わずに、各自がメッセージを読み味わって終了することもできます。）

ありがとうカード
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コミュニケーション能力の育成に資する手法を理解する校内研修

「ピア」とは同年代の仲間、「サポート」は支持、援助という意味で、児童生徒が仲間をサ

ポートするために必要なトレーニングを受け、他者を思いやることを学び、仲間に対してさま

ざまなサポート活動を行うことです。

ピア・サポートは、思いやりにあふれた学校環境を創造しようという教育活動で、具体的に

は、次のような流れになります。また、活動を進めるに当たっては、教職員の共通理解を図る

ことが必要です。

※ サポート活動の検討

サポート活動は、相談活動だけではなく、より幅広く捉えるべきです。「数学

がわからなくて困っている」「けがで松葉杖を使わなくてはいけないので、荷物

を持てなくて困っている」「転校したばかりで、学校の様子がわからなくて困っ

ている」 などに対する支援もサポート活動として考えることが大切です。また、

挨拶運動など、啓発的な活動を企画することも考えられます。

継
続
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

①ピア・サポーターの決定

③サポート活動の検討※

②ピア・サポーターに対するトレーニング

④具体的なサポート活動のねらいに応じたスキルトレーニング

⑤サポート活動の実践

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
サ
ポ
ー
ト
活
動

・

を
並
行
し
て
行
う
。

⑥サポート活動の評価

※既存の委員会を発展的に活用する
方法も考えられる。

・意義や目的を示し、ピア・サポーター
を決定する。

・コミュニケーションスキルのトレー
ニングを行う。

・思いやりの心を育む。

・サポート活動の内容を検討し、活動
計画を立てる。
※指導者が支援できる内容のサポー
ト活動を行う。

・トレーニングの内容は、児童生徒の
実態に応じて柔軟に構成する。

・活動計画に基づき実践する。
※活動の状況は報告させるようにする。

・活動を評価するとともに、評価を次
の活動の改善に生かす。

ピア・サポートとは

ピア・サポートの進め方

ピア・サポート
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校内研修においてピア・サポートの進め方を確認したり、ピア・サポーターに対するトレーニン

グを体験したりすることにより、教職員の共通理解を図り、児童生徒のサポート活動を支援するた

めの力量を高めることができます。

【例１】

知り合うための活動「ごちゃまぜビンゴ」

１ 目的

相手の名前や人柄を知る

２ 人数

30人前後

３ 研修の流れ

① 全員で立って動きまわり、それと思える

相手を次々に見つけて質問していきます。

② 相手が質問したことに当てはまれば、名前

を書いてもらって次の相手をみつけます。

③ たて、横、斜めいずれかの1列に名前がそ

ろったら、ビンゴになります。

【例2】

聞き方・伝え方の活動①「聞くときの姿勢や態度」

１ 目的

聞き手の姿勢や態度が、話し手の話そうとする意

欲や話しやすさに影響することを知る

２ 人数

2人１組で行う。指導者が複数の場合は、大人数

でもできる

３ 研修の流れ

① 2人１組をつくります。

② 話し手と聞き手を決め、聞き手に「役割カード」

No.1を配付します。このカードは、話し手には

見せないようにします。

③ 向かい合って座り、話し手に会話のテーマを指

示します。聞き手は、カードの指示に従って２～

３分間、話を聞きます。

④ 会話が終わったら、感想をお互いに話し合いま

す。

⑤ 「役割カード」No.2、３の指示に従って同様の

活動をします。

⑥ お互いの感想を全員の前で発表します。

ごちゃまぜＢＩＮＧＯ
１ 質問する前に、あくしゅをしてから、名前を言います。

相手の人に質問をして書いてあることに当てはまったら四
角形の中にサインをもらってください。

２ 質問は1回だけで、続けて同じ人には質問はできません。
3 たて、横、ななめのうち、どれでも一列にサインがもら

えたら、「ビンゴ」と言います。

外で遊ぶ
のがすき

ディズニー
ラ ン ド に
行ったこと
があ る

自転車を
もってい
る

姉か妹が
いる

ペットを
かってい
る

体育がす
き

飛行機に
のったこ
とがある

社会科が
すき

サッカー
がすき

楽器をひ
くのがす
き

兄か弟が
いる

昆虫がす
き

同じテレ
ビ番組を
見ている

ＣＤで音
楽を聴く
のがすき

チョコレ
ートがす
き

小さい子
と遊ぶの
がすき

まんじゅ
うがすき

クッキー
をつくっ
たことが
ある

一人で電
車にのっ
たことが
ある

朝ねぼう
である

本をよむ
のがすき

まんがが
すき

算数がす
き

足がはや
い

料理がす
き

役割カードNo.1
かかわりの少ない聞き方で聞いてください
・相手の言うことに興味を示さない
・話している相手を見ない、ちょっと横を向

く
・あなたの時計や洋服をいじる
・つめをかんだり、かみの毛をいじる

役割カードNo.２
えらそうな聞き方で聞いてください

・相手の言うことを、さえぎってしゃべろうと
する

・自分の意見をおしつける
・さしずをしようとする
・そんなことはばかげていると言う

役割カードNo.３
かかわりあう聞き方で聞いてください

・体を話し手のほうに向け、相手を見る
・リラックスしてのびのびとした姿勢をとる
・相手の話をよく聞き、興味をもっている態度

を示す
・聞いていることを、みぶりや顔の表情であら

したり、うなずいたりする

ピア・サポートを校内研修で実施する意義

校内研修で行うピア・サポートの例
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【例３】

聞き方・伝え方の活動②「背中合わせと向かい合わせの伝達」

１ 目的

話をするときの位置関係が、情報の伝達にどの

ように影響するかを、体験を通して考える。

２ 人数

２人１組で行うので、指示がとどけば大人数で

もできる。

３ 研修の流れ

① ２人1組をつくって座ります。

② 話し手と聞き手を決め、話し手に「カード」

を、聞き手に白い紙を配ります。

③ 背中合わせに座り、３分間程度の制限時間内

に「カード①」と同じ図形が書けるように、話

し手は聞き手に情報を伝達します。その際、聞

き手はいっさい質問はできません。

④ 時間がきたら結果を見せます。

⑤ 次に向かい合わせになり、同じ要領で話し手

は聞き手に、「カード②」の情報を伝えます。

聞き手は質問できませんが、話し手は様子を見

ながら指示します。

⑥ 時間がきたら結果を見せます。

⑦ ２つのやり方を比べて、伝わり方やそのとき

の気持ちについて話し合います。

【例４】

集団活動の中での意思決定や問題解決の活動「無人島からの脱出」

１ 目的

① 自分の考え方を主張する。

② 友達の多様な考え方を知り、お互いを認め合える人間関係を築く。

２ 人数

20人前後

３ 準備

脱出のために必要なものを書いたカード（各グループに10枚）を用意する。

なべ、ライター、お金、携帯電話、家族の写真、薬、毛布、テント、ナイフなど児童生徒

の価値観にふれる物を考える。

４ 研修の流れ

① 5人から６人のグループをつくります。

② 「無人島からの脱出」という状況について、指導者が説明をします。

③ 10枚のカードの中から、一番必要だと思われるものを自分で選び、理由を考え、発表

します。

④ グループで話し合って10枚のカードから必要なものを選び、順位を付けます。

⑤ グループの代表が順番に、全体に発表します。

【カード①】

【カード②】
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コミュニケーション能力の育成に資する手法を理解する校内研修

「主張訓練」と訳されます。対人場面で自分の伝えたいことをしっかり伝えるためのトレー

ニングです。「断る」「要求する」といった葛藤場面での自己表現や「ほめる」「感謝する」「う

れしい気持ちを表す」「援助を申し出る」といった他者との関わりをより円滑にする社会的

行動の獲得を目指します。

自己表現を３つのタイプに分類し、アサーショントレーニングでは、アサーティブな自己表

現を身に付けることを目指します。

＜非主張的（ノンアサーティブ）な自己表現＞

相手は大切にするが、自分は大切にしない表現

例）友達から何か頼まれた時、やりたくないのに「いいよ」と言ってしまう。

＜攻撃的（アグレッシブ）な自己表現＞

自分は大切にするが、相手は大切にしない表現

例）友達から何か頼まれた時、相手の気持ちを考えずに「絶対にいやだ」と言い続ける。

＜アサーティブな自己表現＞

自分も相手も大切にする表現

例）友達から何か頼まれた時、できない理由を伝えつつ、次の機会や引き受ける場合の具

体例などを伝える。

アサーティブな自己表現を身に付けるためには、教師や児童生徒が基本的アサーション権に

ついて理解することが大切です。

＜基本的アサーション権＞

・私たちには、誰からも尊重され、大切にしてもらう権利がある。

・私たちには、他人の期待に応えるかどうかなど、自分の行動を決め、それを表現し、そ

の結果について責任をもつ権利がある。

・私たちには、過ちを犯しそれに責任をもつ権利がある。

・私たちには、支払いに見合ったものを得る権利がある。

・私たちには、自己主張しない権利もある。

学校生活の様々な場面で、教師が児童生徒に対して適切な支援を行うことが大切です。

■基本的アサーション権の理解のために

「誰でも自分の意見をもつことができるよ」

■自己信頼や他者信頼の感情を育成するために

「あなたはそのままのあなたでいいよ」「きっと、受け止めてくれる人がいるよ」

「あなたと同じように大切なほかの人の声にも、しっかり耳を傾けてごらん」

■アサーティブなものの見方や考え方に気付かせるために

「ものの見方や考え方を変えたりこだわりを捨てたりすると、気持ちが軽くなることがあ

るよ」

■スキルの習得のために

「言い方を工夫すると、友達とうまくいくよ」

アサーショントレーニングとは

自己表現の３つのタイプ

基本的アサーション権の理解

具体的な場面でのアサーティブな言動

アサーショントレーニング
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校内研修でアサーショントレーニングを実施することにより、自分と相手を大切にする自己表現

について体験的に理解することができるので、児童生徒に対する指導の際に役立ちます。

【例１】

自尊感情を高めるトレーニング「自分にほめ言葉をプレゼントしよう」

１ 必要人数等

３人１組になって実施

２ 所用時間

１０～２０分

３ 研修の流れ

① 各自、演習シートに自分へのほめ言葉を記入します。

人がどう思うかということではなく、自分でそうだ

と思うことを書くようにします。

② ３人１組で座り、順番に自分の書いたものを発表し

ます。１人の発表が終わるごとに、メンバーが１人ず

つ、発表した人をほめます。発表者は、素直に「あり

がとう」「うれしい」などと言って、ほめ言葉を受け

取ります。

③ ３人の発表が終わったら、感想を話し合います。

④ 各自、振り返りシートに自分の感想を記入します。

【例２】

日常会話におけるアサーション「上手な断り方」

１ 必要人数等

２人１組になって実施

２ 所用時間

１５～３０分

３ 研修の流れ

① 各自、演習シートのケースから１つを選び、

断り方を考えます。（３分）

② 頼む役と断る役に分かれ、断る役はシートに

記入した断り方で断り続けます。頼む役は断ら

れても頼み続けます。（４分）

③ 気付いたことを互いに交流します。（２分）

④ 頼む役と断る役を交代して、②を再度行いま

す。（４分）

⑤ 気付いたことを互いに交流します。（２分）

※ペアを替えて②～⑤を繰り返すこともあります。

校内研修で行うアサーショントレーニングの例

あなたの断り方は？

（ケース１）

試合の前日、部活動の練習に向かう途中、友

達に数学の勉強を教えてほしいと頼まれまし

た｡あなたは気がのりません。

（ケース２）

夜、友達から電話がかかってきて、相談があ

るので今から公園に来てくれないかと言われま

した。あなたは気がのりません。

（ケース３）

友達から、私たちの悪口を言っている子を無

視しようと言われました。あなたは気がのりま

せん。

ほめ言葉を記入するシート
「僕へのほめ言葉、私へのほめ言葉」

１ 自分の好きなところはどこですか。

２ 人より少しうまくできると思えることは何で

すか。

３ 以前はできなかったのに、最近できるように

なったことは何ですか。

４ うれしいと思えるのはどんなときですか。

５ 自分でがんばっていると思えることはどんな

ことですか。

６ どんなところを１番ほめてほしいですか。

自分にほめ言葉をプレゼントしよう

～ふりかえり～

１ 自分への「ほめ言葉」を 発表したとき、

どんな気持ちがしましたか？

２ 友達からほめられたとき、どんな気持ち

がしましたか？

３ 友達をほめたとき、どんな気持ちがしま

したか？

４ 今日のワークの感想を書きましょう。

校内研修でアサーショントレーニングを実施する意義
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【例３】

アサーションのスキルを身に付けるトレーニング「３つの話し方」

１ 必要人数等

３人１組になって実施

２ 所用時間

１５～３０分

３ 研修の流れ

① ３種類の会話シートを配付し、３種類

の会話にどのような違いがあるかを考え

ながら各自でシートを読みます。

② ３人１組になり、Ａさん、Ｂさん、Ｃ

さんの話し方の特徴について感じたこと

や気付いたことを話し合います。

③ 全体で、Ａさん、Ｂさん、Ｃさんの話

し方の特徴を話し合い、それぞれにふさ

わしい名前をつけます。（「さわやかさ

ん」「おどおどさん」「いばりやさん」

など）

④ 話し方には３種類あること、Ａさん、

Ｂさん、Ｃさんにつけた名前は話し方の

特徴であり、誰の中にもこの３人がいる

ことを確認します。

【例４】

問題解決場面におけるアサーション「ＤＥＳＣで話してみよう」

１ 必要人数等

４～５人でグループを編成して実施

２ 所用時間

４５分～

３ 研修の流れ

① 課題場面についてグループごとにＤＥＳＣ法

でせりふを考え、模造紙に記入します。（３０分）

② 各グループで考えたせりふを発表し交流しま

す。（１０分）

③ 感じたことや気付いたことを全体で交流しま

す。（５分）

※ ＤＥＳＣ法は、問題解決場面で役立つ表現技

法の一つです。D(描写する)、E(表現する)、

S(具体的に提案をする)、C(選択する)の４つの

ステップで、問題解決に役立つせりふをつくり

ます。

ＤＥＳＣシート
あなたは、郊外に新築した家に住んでいま

す。ある晴れた日曜日、友人が犬を連れて遊
びに来ました。犬を庭につないで、あなたと
友人は居間で話していました。ふと見ると、
つないでいる犬が植えたばかりのバラのつぼ
みに触っています。あなたは気になってその
ことを友人に伝えようとしています。

Ｄ：描写する（見たこと、事実の確認）

Ｅ：表現する、説明する、共感する
（感じたこと、思ったこと）

Ｓ：特定の提案をする（提案、お願い）

Ｃ：選択する（提案を受け入れてもらえないと
きに自分はどうするか）

◎ 上の文を全部つなげて、話し言葉で書いて
みよう



 

 

 

 
 

○ コミュニケーション能力を育成する学習プログラム 
    ９ページに示した「発達の段階を踏まえた具体の姿」に基づき、１単位時間の学習

指導における、コミュニケーション能力を育成する指導のポイントを示した学習プ

ログラムを２５例作成しました。 

 

○ 学習プログラムの見方 

                                              

コミュニケーション能力を育成する指導の工夫 

 
 

 それぞれの指

導のポイントに

ついて、本時の

指導における、

具体的な教師の

働きかけや手立

てを示していま

す。 

 本時で育成し

たいコミュニケー

ション能力を構

成する力を明確

にした上で、指

導において留意

すべきポイント

を示していま

す。 

 それぞれの指

導のポイントを

実際に位置付け

た場面を示して

います。 

－20－ 
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１ 学 年 小学校 第１学年
２ 単 元 名 みんなだいすき
３ 本時の目標 自分の手の絵を描いたり、できるようになったことを友達と交流したりすること

を通して、自分の生活を振り返り、自分ができるようになったことに気付き、自分
の成長を実感する。

４ 本時の展開
過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ 単元の学習計画をもとに、本時

の課題をつかむ。

導

入

○ 自分 の手を観察し、学習カー ・できるようになったこ

ドに、 自分の手形と、自分でで とを可能な限りたくさ

きるようになったことをかく。 ん書けるように援助す

→【ポイント ★１ 】 る。

○ ３人 のグループに分かれ、学

習カードを交換して見せ合う。

○ それ ぞれのグループで、自分

展 ができ るようになったことを１

人ずつ発表し合う。

開

○ グル ープの自分以外の２人の

発表を 聞いて、自分ができるよ

うにな ったことについて改めて

考え、 気付いたことを学習カー

ドに書き加える。 ＊【気】自分ができるよ

うにようになったこと

○ グループでの交流後、学習カー や自分の成長に気付い

ドに改 めて記入したことや感じ ている。

たこと、考えたことを、数人が、 （学習カードへの記述

クラス全体で発表する。 内容や発言の内容）

○ 自分 の成長と、家庭で果たす ・児童の発表を取り上げ

終 役割とのつながりについて説明 る。

する。

末 →【ポイント ★２ 】
○ 次時 までに、家族の手を観察

したり、インタビューしたりし

て、家族が行っていることを学

習カードに記入するよう指示す

る。

★１ 自分の成長やできるようになったことを実感できるよう、見つける、比べる、たとえる

などの多様な活動を促します。

★２ 自分では気付かなかった新たな自分の成長が、家庭で果たす役割が増えていくことにつ

ながっていることに気付かせます。

実践例における「自分の役割を果たす力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１ 】

気付きの質を高める多様

な活動が促されるよう、家

や学校でのことや小さい時

のことなどを具体的に問い

かける。

・「赤ちゃんの時と比べ

て手の大きさは？」

・「学習のことでできるよ

うになったことは？」

・「家での手伝いででき

るようになったこと

はないかな？」

【ポイント ★２ 】

自分が新たにできるよう

になったことが、家庭でど

のように役に立つのかを具

体的に挙げ、自分の成長と

果たす役割のつながりがわ

かるようにする。

課 題 ：「 で き る よ う に な っ た こ

と」をたしかめよう。

「自分の役割を果たす力」を育成する指導の工夫

小学校低学年 生活科における実践例
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１ 学 年 小学校 第２学年
２ 単 元 名 体つくり運動
３ 本時の目標 身に付けた体のバランスをとる動きをもとに、よい動きを工夫して運動すること

ができる。
４ 本時の展開

過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ 準備 運動、場や用具を確認す

る。

○ 単元 の目標、学習計画、進捗 ・学習カードを配付し、

状況を 確認し、本時の見通しを 課題を記入させる。

導 もつ。

入

○ ペア で協力して色々な運動を ・前時までの多様な動き

することを確認する のポイントを提示する。

○ 動きの工夫の観点を知る。

○ ペア で話し合いながら、姿勢 ・それぞれのペアの状況

や方向を変えて、座る、立つな を把握し、適宜指導す

どの動きや、バランスを保つ動 る。

きで構成される運動遊びを行う。

→【ポイント ★１ 】
○ 他の ペアと運動遊びを見せ合

う。 ・他のペアのよい動きを

○ よい 動きを見付け合ったり、 見付け、伝え合うよう

展 相談したりしながら動きを工夫 に促す。

する。 ＊【思】多様な動きをつ

開 ・動き の工夫について学習カー くる運動遊びの動き方

ドに記入する。 を知るとともに、友だ

→【ポイント ★２ 】 ちのよい動きを見付け

ている。

（観察、学習カードの

記入内容）

・前時まで学習した内容

を活用している児童に

ついて取り上げる。

○ 学習の振り返りをする。 ・工夫していた動きを認

・自分 たちが工夫したことや他 め、学習カードに書く

終 のペ アの運動を見て気付いた ように促す。

ことを学習カードに記入する。

末 ○ いく つかのグループの発表を

見合う。

○ 整理運動と片付けをする。

★１ 児童が互いに声をかけ合ったり、話し合ったりする活動を通して、よりよい方法や表現

について考えさせるようにします。

★２ 他の児童の学習の成果を、自らの学習に生かすことができないか考えさせる場面を設定

します。

実践例における「前向きに考える力」を育成する指導のポイント

課題：ペアで身に付けた動きを工

夫しよう。

【ポイント ★１ 】

自分の考えや工夫を相手

に分かりやすく伝えたり、

互いによりよい考えを出し合

ったりすることができるよ

うに、具体的にアドバイス

する。

・「どんなところを工夫

したらいいかな？」

・「どうすると動きのバ

ラ ン ス が と れ る か

な？」

【ポイント ★２ 】

他のペアの運動が、自分

たちの運動遊びに取り入れ

ることができないか考え、

互いに伝え合う時間を確保

し、気付いた点を交流させ

る。

「前向きに考える力」を育成する指導の工夫

小学校低学年 体育科における実践例
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１ 学 年 小学校 第２学年

２ 主 題 名 礼儀 内容項目２ー（１）

３ 本時のねらい 気持ちのよいあいさつを心掛け、明るく接しようとする態度を育てる。

４ 資 料 名 「たびにでて」（文部科学省 小学校道徳読み物資料集）

５ 本時の展開
過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ 日常 生活の様々な場面で行っ

導 ている挨拶について発表し合う。

入 ・どん なときに挨拶をしている

か発表し合う。

○ 資料「たびにでて」を読んで、 ・挿絵も参考にしながら

主人公 の心の変化について話し 心情を考えるように促

合う。 す。

・「あいさつじま」からでていく

けい たは、どんな気持ちでい

展 たかを考える。

開 ・「あいさつのないしま」の木の

前 上に いたときのけいたの気持

半 ちについて話し合う。

・「あいさつのないしま」で、元

気な 声で挨拶するけいたが考

えていたことを話し合う。

→【ポイント ★１ 】

○ これ までの挨拶に関する経験

について話し合う。

・挨拶 をしたりされたりして、 ＊挨拶の大切さに気付き

展 気持 ちがよいと感じたときの これからの自分の挨拶

開 ことを思い出し、発表し合う。 について考えている。

後 ・話し 合ったことを基に、挨拶 （ワークシートへの記

半 につ いて考え、ワークシート 述内容、発言の内容）

に書く。

→【ポイント ★２ 】

○ 教師の説話を聞く。 ・児童の挨拶のよさを紹

終 介する。

末 ○ 心の ノート「あいさつは心の ・ 心 の ノ ー ト 3 6ペ ー ジ

リボン」を読む。 を活用する。

★１ 話し合いの場面において、児童が自信をもって自分の考えを話せるようにします。

★２ 他の児童と考えを交流することを通して、新たな価値観に気付き、考えを深めることが

できるようにします。

実践例における「他者に働きかける力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★２ 】

互いの体験について交流す

ることを通して、挨拶につい

ての新たな価値観に気付くよ

うにするとともに、書くこと

を通して、これまでの自分を

振り返りながら挨拶について

考えることができるようにす

る。

【ポイント ★１ 】

児童の発表を要約した

り補足したりして、全体

にわかりやすく伝えると

ともに、内容のよさをと

らえて称賛する。

「他者に働きかける力」を育成する指導の工夫

小学校低学年 道徳の時間における実践例
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た か ら も の し ょ う か い ス

ピーチのじゅんびをしよう。

１ 学 年 小学校 第２学年

２ 単 元 名 自分の宝物を紹介しよう

３ 本時の目標 宝物の特徴などに注意して発表メモを見直し、宝物紹介スピーチの準備をするこ

とができる。

４ 本時の展開

過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ 前時の学習を想起する。 ・前時に作成した取材用

カードを用意させる。

導 ○ 本時の学習について確認する。

入

○ 取材 用カードを並べて作成し ＊【言】気持ちを表す語

た発表 メモを見直し、紹介した 句 や 色 、 大 き さ 、 形

い宝物 の特徴が伝わるように話 を 表 す 語 句 な ど 、 意

す事柄 を整理し、話す順序を決 味 に よ る 語 句 の ま と

める。 ま り が あ る こ と に 気

・取材用カードを読み直したり、 付 い て 話 す 言 葉 を 考

順 序 を 入 れ 替 え た り し て 、 宝 えている。

展 物の特徴が伝わるようにする。 （発表メモへの記述内

→【ポイント ★１ 】 容）

開

○ ２人 組で宝物紹介スピーチの ＊【関】自分の思いを伝

リハーサルをする。 えるために、紹介の仕

→【ポイント ★２ 】 方を工夫しようとして

いる。

（リハーサルの様子の

観察、取材用カードへ

の記述内容）

○ 本時の学習を振り返る。 ・発表メモの見直しやリ

ハーサルへの取組のよ

終 さを具体的に紹介し、

称賛する。

末 ○ 次時の学習への意欲をもつ。 ・次時は全体で宝物紹介

スピーチを行うことを

伝える。

★１ 発表メモを作成したり見直したりすることを通して、事柄を順序立てて話す力を高める

ようにします。

★２ 自分が興味をもっていることを落とさずに、相手の話を集中して聞くことができるよう

にします。

実践例における「話す力・聞く力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★２ 】

相手の話を聞く際のポイ

ントを説明し、板書する。

・宝物の気に入っている

ところはどこか。

・気に入っている理由は

何か。

・自分がもっと詳しく聞

きたいことは何か。

【ポイント ★１ 】

宝物の特徴や気に入って

いるところ、大切にしてい

る理由などを書いた取材用

カードを並べて発表メモを

作成できるようにするとと

もに、宝物の特徴が伝わる

ように発表メモを見直す場

面を設ける。

「話す力・聞く力」を育成する指導の工夫

小学校低学年 国語科における実践例
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朝の会や帰りの会の運営に当たっては、児童の考えを生かしなが

ら計画し、今日の出来事を発表し合ったり、係からの連絡を伝えた

りするなど、できるだけ多くの児童が活躍できる場面をつくり、互

いに関わりをもてるようにすることが大切です。

係活動や当番活動においては、一人一人の努力を認め、児童に、

学級のために仕事をすることができてよかった、みんなの役に立て

てうれしかったという気持ちを味わわせることが大切です。

■ 朝の会で「今日のめあて」などを決めたときは、１日の中で、そのめあてが達成できるよ

うな場面を意図的に設定します。

■ めあてに向かって努力している児童に対し、励ましの言葉や、努力を認めるような言葉か

けをします。

■ 帰りの会の中で、「今日は、○○さんが、泣いている下級生に優しく声をかけている姿を

見て、うれしい気持ちになった。」など、児童が友達のよさに気付くことができるように話

をします。

具体的な教師の働きかけの例

■ 一緒に活動を行いながら、「さすがだね」「よく気付いたね」など、児童の行動を評価して

伝えます。

■ それぞれの係が独自に活動を進めるだけではなく、係活動の計画等を学級会の議題に取り

上げ、お互いの意見や希望を聞くことができる機会を設けます。

■ 係活動を活発にするために、係活動の連絡や発表の機会を朝の会や帰りの会等に設けます。

具体的な教師の働きかけの例

「自分自身や他者を理解する力」を育成する指導の工夫
小学校低学年 朝の会、帰りの会における実践例

「自分の役割を果たす力」を育成する指導の工夫
小学校中学年 係活動や当番活動における実践例
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１ 学 年 小学校 第３学年

２ 単 元 名 わり算

３ 本時の目標 具体物を等分する場面で、図や式を用いて答えを求める方法を考えることができ

る。

４ 本時の展開

過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

問題

クッキーが１２個あります。３人

に同じ個数のクッキーを分け与える
導

とすると１人分のクッキーは何個に

なりますか。
入

○ 学習のねらいについて話し合う。 ・前 時を 振り返 り、本 時は

「クッキーの分け方を、おはじき お はじ きを用 いない で答

を使わずに考えよう。」 え を求 めるこ とを確 認す

る。

○ 図や式を用いて答えを求める。 ・間 違い に気付 かせ、 思考

→【ポイント ★１ 】 を高める発問をする。

○ ペアでノートを見せ合い、答え

展 の求め方について説明し合う。

→【ポイント ★２ 】
開

○ 図や式を用いた考えを説明し合 ＊【 考】 除法の 計算の 仕方

い、答えの求め方をまとめる。 を 、図 を用い たり、 乗法

〔集団解決〕 や 減法 と関連 付けた りし

て考えている。

（ノート、発言）

【まとめ】

図に表して考えたことは、ひき算

やかけ算の式で表すことができる。

終 ○ 適用問題に取り組む。 ・チ ャレ ンジテ スト等 を活

ク ッ キ ー が 18個 あ り ま す。 ３ 人 用する。

末 に同じ個数のクッキーを分け与える

とすると１人分のクッキーは何個に

なりますか。式と計算の仕方をノート

に書きましょう。
・学 習内 容の確 実な定 着を

図 るた め、家 庭で学 習す

る課題を提示する。

★１ 間違いに気付かせ思考を高める発問により、間違いを素直に認め、改めることの大切さ

に気付かせるようにします。

★２ 図を活用して考えることを促したり、全体交流の前にペアで説明し合う場面を設けたり

することにより、勇気をもって自分の考えを発表できるようにします。

実践例における「前向きに考える力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★２ 】

計算の仕方を自分の力で考

え、説明することができるよ

うにするために、ノートに図

や式を書かせ、ペアで説明し

合う場面を設ける。

・自分の力でじっくり考え

たり、図や式に表そうと

努力したりする姿を捉え

て褒め、活動に進んで取

り組めるようにする。

・ペアで説明し合う場面で

は、ノートを見ながら質問

し合うことを促し、計算

の仕方についての説明を

引き出し合うようにする。

【ポイント ★１ 】

３等分することと３個ずつ

分けることの混乱が見られる

児童に対して、問題場面と自

分の求め方を見比べてみるよ

うに助言する。

・３人で同じ数ずつ分けた

図になっていますか。

・問題文をよく読んで、自

分が書いた図と見比べて

みましょう。

「前向きに考える力」を育成する指導の工夫

小学校中学年 算数科における実践例
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１ 学 年 小学校 第３学年

２ 単 元 名 リズムダンス

３ 本時の目標 リズムダンスに進んで取り組むことができるようにする。

４ 本時の展開

過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ 前時までのポイントを確認し、 ・即 興的 に踊る 楽しさ が広

導 ロックのリズムで即興的に踊って が るよ うに、 よい動 きを

楽しむ。 し てい る児童 を称賛 し、

入 ○ 本時のめあてを確認する。 踊 りの アイデ ィアが ふく

らむようにする。

・楽 しそ うに踊 れない 児童

には、教師も一緒に踊り、

○ サンバのリズム（ウンタッタ） 動き方を伝える。

を知り、サンバのリズムに乗って

踊る。

・サンバのリズムや特徴を知る。

・サンバの曲に合わせて踊る。 ・楽 しく 進んで 踊って いる

展 児 童を 称賛し 、全体 に紹

○ 前時の学習を思い出し、サンバ 介する。

開 の曲でも友達と自由に関わり合い

ながら踊る。 ・友 達の よい動 きや今 まで

に 取り 組んだ 動きを 取り

○ 友達のよい動きを取り入れて、 入れながら踊るよう促す。

踊る。 ＊【 関】 リズム ダンス を楽

→【ポイント ★１ 】 し むた めの活 動に進 んで

取り組もうとしている。

（観察）

○ 学習の振り返りをする。 ・楽 しん でいた 児童や リズ

・本時の学習を振り返り、カード ム に乗 ったよ い動き をし

に記入する。 て いた 児童を 紹介し 、称

終 ・楽しかったことや友達のよい動 賛する。

きを発表する。

末 →【ポイント ★２ 】
○ 次時の学習について知る。 ・次 時は 自分の 好きな 曲を

選んで踊ることを伝える。

★１ 児童が互いのよい動きを見付け合い、まねしたり自分の踊りに取り入れたりする場面を

設定することにより、互いの動きのよさを認め合うことができるようにします。

★２ 学習の振り返りの場面で、互いの動きのよさを伝え合わせることにより、自分の動きの

よさを実感できるようにします。

実践例における「自分自身や他者を理解する力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１ 】

互いに踊りを見合い、友達の
よい動きを取り入れながら踊る
活動を設ける。

①全体をＡとＢの２組に分け、
Ａ組の踊りをＢ組が見て、
よい動きを見付ける。

②Ａ組とＢ組を交代して①と
同じように友達のよい動き
を見付ける。

③友達のよい動きを取り入れ
たり、友達が見付けてくれ
た自分のよい動きを一層意

識したりして踊る。

【ポイント ★２ 】

自分の動きのよさを実感でき

る評価活動を設定する。

・自分の動きのよさについて、
友達が見付けてカードに書
いてくれたコメントを読む。

いいことみつけカード

○○さんへ

あなたの動きのよいところは

「 」です。

これからも

「 」！

○○より

サンバのリズムに乗って、 友 達 と

一緒に全身で弾んで踊ろう。

「自分自身や他者を理解する力」を育成する指導の工夫

小学校中学年 体育科における実践例
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１ 学 年 小学校 第４学年

２ 題 材 名 お祭りの音楽や民謡を楽しもう

３ 本時の目標 お囃子の旋律を特徴付けている音階やリズムを聴き取り、それらの働きが生み

出すよさや面白さを感じ取りながら、お囃子づくりを工夫することができる。

４ 本時の展開

過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ 本時の学習への関心をもつ。

導 ・「秩父屋台ばやし」を聴き、気 ・リ ズム や楽器 の音色 に着

付いたことや感じたことを話し 目させる。

入 合う。

・各楽器の役割について考えなが

ら、お囃子を聴く。

○ リズム、旋律を工夫して、リコー ＊【 創】 音楽を 特徴付 けて

ダーでお囃子をつくる。 い る音 階やリ ズムを 聴き

・ワークシートの音階表を参照し 取 り、 それら の働き が生

ながらリコーダーで旋律をつく み 出す よさや 面白さ を感

る。 じ 取り ながら その組 合せ

○ つくったお囃子をグループ内で な どを 工夫し 、どの よう

聴き合い、リズム、旋律を見直す。 に 音楽 をつく るかに つい

展 ・グループ内で、つくったお囃子 て 思い や意図 をもっ てい

を聴き合い、リズムや旋律の組 る。

開 合せ、多様さ、つながりなどに （演奏の聴取、ワークシー

ついて意見を交流する。 トへの記述内容）

→【ポイント ★１－①、② 】
○ リズム、旋律を見直し、工夫し

てお囃子をつくる。

・グループのメンバーからの意見

をもとに、リズムや旋律の組合

せ、多様さ、つながりを見直し、

工夫してお囃子をつくる。

○ つくったお囃子をペアで演奏し

合う。

・リズム、旋律をどのように見直

終 し工夫したかを伝え合い、演奏

し合う。

末 ○ 本時の学習を振り返る。 ・次 時は つくっ た旋律 と太

・振り返りカードに各自記入し、 鼓 のリ ズムを 組み合 わせ

グループ内で発表し合う。 て お囃 子を楽 しむこ とを

→【ポイント ★２ 】 告 げ、 次時へ の意欲 をも

たせる。

★１ 自分や他の児童がつくる作品をよりよいものにするという目的意識をもって、自分の思

いや意図を言葉や音楽で相手に伝えたり、相手の思いや意図をとらえてアドバイスをした

りできるようにします。

★２ 学習の振り返りにおいて、他の児童からのアドバイスによって自分の作品が変わったこ

とや、自分のアドバイスが相手の作品づくりに役立ったことを実感できるようにします。

実践例における「他者に働きかける力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１－① 】
グループ内で、自分の思い

や意図を言葉や音楽で伝えた
り、相手の思いや意図をとら

えてアドバイスをしたりする
中間交流の場面を設ける。

【ポイント ★２ 】

振り返りの視点を振り返り

カードに明示する。

・自分のお囃子づくりに役

立った仲間の意見

・交流のよさについて気付

いたこと

【ポイント ★１－② 】

自分の思いや意図を相手に

わかりやすく伝えたり、相手

の思いや意図をふまえてアド

バイスしたりできるよう、文

例を提示する。

「私は～な感じのお囃子を

つくります。そのために、

リズムを～のように工夫

します。」

「～な感じを表すために、

リズムを～のように工夫

してはどうですか。」

「他者に働きかける力」を育成する指導の工夫

小学校中学年 音楽科における実践例
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１ 学 年 小学校 第４学年

２ 題 材 名 係活動を充実させよう

３ 題材の目標 学級全体で協力し合って楽しい学級生活をつくるために、日常の係活動の計画や

改善策について考え、準備ができるようにする。

４ 題材の展開

過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

事 ○ 係活 動に関するアンケートを ・ ア ン ケ ー ト の 結 果 か

前 実施する。 ら、学級役員で協議し、

の ○ 学級 役員から議題の提案をす 議題を決定する。

活 る。（朝の会）

動

導 ○ はじめのことば ・学級の歌を元気に歌う

○ 歌 ことで、楽しい雰囲気

入 ○ 役割紹介 づくりに努める。

○ 議題の確認 ・提案理由を確かめ、学

級活動カードに自分の

考えを書くように促す。

○ 教師の話 ・反対意見の友だちでも

○ 話合い活動 受け入れられるような

・係活 動に楽しく取り組めるよ 計画を提案するなど、

うな取組を考える。 みんなが協力して実施

→【ポイント ★１ 】 できる方法を考えるよ

展 →【ポイント ★２ 】 うに促す。

→【ポイント ★３ 】 ・友だちと意見交換し、

開 新たな意見や折り合い

をつけた案を出すなど

の工夫を促す。

○ 決まったことの確認 ＊【思】充実した学級の

・決ま ったことに対する自分の 生活づくりのために、

考えを学級活動カードに記 入 よりよい方法などにつ

する。 いて考え、判断し、ま

とめようとしている。

（学級活動カードへの

記述内容や観察）

終 ○ 振り返り ・友だちの考えを大切に

○ 教師の話 した意見を取り上げ評

末 ○ おわりのことば 価する。

事 ○ 作戦 を取り入れて係活動を実 ・改善点等を意識して実

後 施する。 施するよう助言する。

の ・各係 活動ごとに反省を行い、

活 振り返りカードに記入する。 ・振り返りカードの結果

動 から児童に活動の成果

を伝える。

★１ 自分の思いや考えを、理由を挙げながら話すようにします。

★２ 相手の言いたいことや考えの中心は何か、気を付けて聞くようにします。

★３ 互いの考えの共通点や相違点を明確にしながら話し合えるよう促します。

実践例における「話す力・聞く力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１ 】
理由を挙げた話し方の例

を具体的に示す。

・「私は～係で～をする

ともっと楽しく仕事が

できると思います。理

由は～だからです。」

【ポイント ★２ 】

相手の考えの中心に気を

付けて聞き、分からないこ

とをたずねたりしながら発

表したりするように促す。

議題：係活動を今より充実させ

議題：る作戦を考えよう。

【ポイント ★３ 】

相手の発言をしっかり聞

き、思ったことや感じたこ

とを伝え合いながら進行す

るよう促す。

・「私は○○さんの考え

に賛成です。」

・「△△さんの意見は～

ということですね。

違う考えの人はいま

せんか。」

「話す力・聞く力」を育成する指導の工夫

小学校中学年 特別活動における実践例
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１ 学 年 小学校 第５学年

２ 題 材 名 夏休みの仕事にチャレンジしよう

３ 本時の目標 １学期の学習を振り返り、自分の成長と家族に関心をもち、家庭生活と家族の大

切さに気付くとともに、家庭の仕事を見直し、自分の分担する仕事の計画を工夫す

ることができる。

４ 本時の展開（２／３）

過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ 本時の学習のめあてを確認する。 ・で きる ように なった 喜び

導 を 言葉 で表現 するこ とに

よ り、 夏休み 中の実 践意

入 欲 につ なげる ことが でき

るようにする。

○ １学期に学習したことを振り返 ＊【 関】 １学期 の学習 を振

り、がんばったことやできるよう り 返り 、自分 の成長 と家

になってうれしかったことを付せ 族 に関 心をも ち、家 庭生

んに記入し、学習カードに貼る。 活 と家 族の大 切さに 気付

いている。

（ 学習 カード への記 述内

容）

○ できるようになったことを発表

する。

→【ポイント★１ 】

○ 夏休みにやってみたい家庭の仕 ＊【 創】 家庭の 仕事を 見直

展 事の実践計画を立てる。 し 、自 分の分 担する 仕事

・やってみたい家庭の仕事 の計画を工夫している。

開 ・その仕事に決めた理由 （ 仕事 の計画 表への 記述

・日時 内容）

・実践の仕方 ・１ 学期 に学習 してで きる

・工夫すること よ うに なった ことを 生か

し て実 践する よう助 言す

る。

・自 分の 仕事の 工夫が 考え

ら れな い児童 には、 他の

○ 夏休みに実践する家庭の仕事を 児 童の 計画を 参考に させ

グループ内で発表し合う。 た り、 具体的 な例を 挙げ

(例 ) て考えさせたりする。

・お茶を入れる

・部屋の整理整とんをする

→【ポイント★２ 】
終 ○ 本時のまとめをする。 ・実 践後 に実践 記録表 を記

末 入することを伝える。

★１ 自分の成長を振り返ることにより、家族の一員として自分の役割を果たそうとする意欲

が高まるようにします。

★２ 他の児童との意見交流を通して、計画を見直し、自分の分担する仕事に取り組みながら

生活することができるようにします。

実践例における「自分の役割を果たす力」を育成する指導のポイント

１学期の学習でできるようになった
ことを振り返り、夏休みの仕事の実
践計画を立てる。

【ポイント ★２ 】

友達の仕事の計画を聞いた

り、自分の計画について友達

から意見をもらうことにより、

自分にできる様々な仕事があ

ることに気付き、計画を見直

して、家庭の仕事に自主的に

取り組むことができるように

する。

【ポイント ★１ 】

家族の一員として自分の

役割を果たそうとする意欲

を高めるために、１学期の

自分の成長を実感させるた

めの手立てを工夫する。

・児童の成長や頑張りの様

子、家族の感想を保護者

から事前に聞き取り、全

体に紹介する。

・お茶の入れ方、テーブル

の拭き方など、できるよ

うになったことを実演し

ながら発表できるように

する。

「自分の役割を果たす力」を育成する指導の工夫

小学校高学年 家庭科における実践例
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１ 学 年 小学校 第６学年
２ 題 材 名 自己のよさの伸長
３ 題材の目標 自分自身のよさについて再確認し、それを生かしながら、学級の友達と協力して

生活していこうとする意欲を高める。
４ 題材の展開
過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

事 ○ 「友達のよさ見付け」をする。 ・自 由な 視点で よさを 見付

前 ・隣の席の友達のよいところを けるようにする。

の 「よさ見付けカード」に書く。 ・見 付け たよさ につい て、

指 理由を添えて説明できる

導 ように準備させておく。

○ 自分自身のよさを振り返る。

・児童から見た学級担任のよさに

導 ついて考え、人にはいろいろな

よさがあることに気付く。

入 ・自分自身のよさについて考える。

○ 友達から見付けてもらった「自

分のよさ」を知る。

→【ポイント ★１ 】
○ 自分のよさについて見直す。 ・自 分自 身のも ってい るよ

・友達から見付けてもらった自分 さ をい ろいろ な場面 で生

展 のよさを、各自分類する。 か して いくこ との大 切さ

・自分のよさを分類して感じたこ について説明する。

開 とを、学習カードに書く。

○ お互いのよさを伸ばす方法につ ＊【 思】 友達の 意見を 参考

いて話し合う。 に しな がら、 自分自 身の

○ 自分自身のよさを生かして取り よ さに ついて 再確認 し、

組む内容を決める。 そ のよ さをど う生か して

→【ポイント ★２－① 】 い きた いか具 体的な めあ

・自分が取り組む内容やめあてを て を考 え、進 んで実 践し

学習カードに書く。 ている。

終 ・実践に向けた具体的なめあてに （学習カード、観察）

なっているか、グループで意見

末 交換をする。

○ 取り組む内容について友達と伝

え合う。

・友達に自分のめあてを伝え、コ

メントをもらう。

○ 教師の話を聞く。

○ 自分の取組について振り返る。 ＊【 思】 友達の 意見を 参考

・帰りの会などを利用して、自分 に しな がら、 自分自 身の

事 の取組について振り返り、学習 よ さに ついて 再確認 し、

後 カードに書く。 そ のよ さをど う生か して

の ○ 友達同士で取組を確認し合う。 い きた いか具 体的な めあ

指 ・帰りの会などを利用して、友達 て を考 え、進 んで実 践し

導 同士で取組を確認し合う。 ている。

・お互いの努力を認め、励まし合 （学習カード、観察）

い、取組を継続する。

→【ポイント ★２－② 】

★１ 児童が互いのよさを認め合うことにより、自己のよさを伸ばす取組への意欲が高まるよ

うにします。

★２ 実践に向けた具体的なめあてを考え、継続的に取り組むことにより、自己のよさを生か

しながら生活することができるようにします。

実践例における「前向きに考える力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１ 】

友達が見付けてくれた自
分のよさを知ることを通し
て、自分では気付かなかっ

たよさを意識することがで
きるようにする。
・「よさ見付けカード」

に友達が書いてくれた
自分のよさについて、
その理由などを聞く。

【ポイント ★２－① 】

自分のよさを生かした

めあてを考えられるよう、

よさを伸ばす方法を提示す

る。

・自分では気付いていな

かったよさを意識する

・自分が一番伸ばしたい

よさに磨きをかける

など

【ポイント ★２－② 】

事後の学校生活において、

教師が見取った個々の取組

の状況を全体に紹介し、実

践の継続化を図るようにす

る。

「前向きに考える力」を育成する指導の工夫

小学校高学年 特別活動における実践例
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１ 学 年 小学校 第５学年

２ 単 元 名 小数のわり算

３ 本時の目標 除数が小数である場合の除数の計算の仕方について考えることができる。

４ 本時の展開

過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

問題

導

○ 式を立てる。

入 ・400÷2.5

○ 学習のねらいを確認する。 ・小数でわる計算は初め

「 整 数 を 小 数 で わ る 場 合 の 計 て学習することを確認

算の仕方を考えましょう。」 する。

○ 各自 、図や式、言葉を用いて ＊【関】小数の除法の計

計算の仕方を考える。 算について、整数の計

→【ポイント ★１ 】 算などと関連付けて考

えようとしている。

展 （観察、ノートへの記

述内容）

開

○ 互い の考えを発表し合い、計 ＊【考】小数の除法の計

算の仕方を見いだす。 算 の 仕 方 を 考 え て い

→【ポイント ★２ 】 る。

（観察、ノートへの記

述内容）

【まとめ】

終

○ 適用問題に取り組む。 ・チャレンジテスト等を

末 活用する。

○ 学習 内容の理解に応じて、家 ・学習内容の確実な定着

庭学習の見通しをもつ。 を図る家庭学習用の練

習問題を提示する。

★１ 既習事項を活用して自力で考えたり、自分の考えを発表したりする場面を設け、児童が

自分らしさを発揮できるようにします。

★２ 他の児童と話し合って計算の仕方について考えることを通して、自分と異なる意見も理

解しようとする態度を育てます。

実践例における「自分自身や他者を理解する力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★２ 】

それぞれの考えのよいと

ころや、他の児童との考え

の相違点と共通点など、話

合いの視点を明確に示す。

【ポイント ★１ 】

机間指導において児童の

様々な考え方のよさを取り

上げて価値付け、児童が自

分の考えに自信をもつこと

ができるようにする。

・「この図と式を使って考

えを説明するとわかりや

すいですね。」

・「リボンが25ｍのときの

値段から考えてみると、

整数でわる計算の仕方を

使うことができますね。」

リボンを 2 .5ｍ 買 った ら、代

金は 400円 でした。このリボン

１ｍのねだんを求めましょう。

整数を小数でわる計算も、わ

り算の性質を使って考えること

ができる。

84÷ 1.4の答えの求め方を説

明しましょう。

「自分自身や他者を理解する」を育成する指導の工夫

小学校高学年 算数科における実践例
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１ 学 年 小学校 第６学年

２ 題 材 名 道案内をしよう

３ 本時の目標 気持ちのよいやり取りに気付いて、目的地への行き方を進んで尋ねたり案内した

りしようとする。

４ 本時の展開

過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ 英語で挨拶する。

Hello, how are you?

- I'm good/ fine /hungry.

○ 【Let's Chant】

導 ○ チャンツ“Where is the station?” ・目的地を変えることにより、児

を、ジェスチャーを付け、建物の絵カード 童が飽きずにチャンツを言える

入 を示しながら言う。 ようにする。

・児童の実態に合わせてスピード

をコントロールしてチャンツを

する。

○ 【Activi ty】

○ ペアで道案内をする。 ・道案内の仕方を、デモンストレー

① 教室を町に、机を建物に見立て、机の ションで示す。

上に建物絵カードを置く。 ・気持ちのよいやりとりをするた

② 一人がある建物の場所を尋ね、もう一 めの言葉かけに気付かせる。

人がその建物を確認する。 ＊【気】頼むときやそれに応える

③ 尋ねた児童は、その建物への行き方を 気持ちのよいやり取りの仕方に

案内してもらい、指示に従って歩く。 気付いている。

④ 建物に着いたら、役割を交代する。 （行動観察、振り返りカードへ

A: Excuse me, where is the flower の記述内容の分析）
展 shop?

B: The flower shop? OK. ・言いにくそうにしている児童の

開 Go straight. Turn right. Turn left. そばに寄り添い、一緒に行き方

It's the flower shop. を説明したり、行動したりする。

A: (Bの指示に従って、実際に歩く) ・相手に伝わるように工夫して尋

Thank you. ねたり言ったりしているペアを

B: You're welcome. 全体に紹介する。

→【ポイント ★１、２ 】 ＊【慣】目的地やその行き方が相

手に伝わるように工夫して、尋

ねたり言ったりしている。

（行動観察、振り返りカードへ

の記述内容の分析）

終 ○ 本時の振り返りをする。 ・児童の様子等についてよかった

○ 挨拶をする。 ところを具体的に挙げ、次時へ

末 ・Good-bye. See you. の意欲を高めるようにする。

★１ 他の児童と互いに英語で道案内をする活動の楽しさを体験することを通して、場に応じ

た適切な言葉遣いで話すことの大切さに気付かせるようにします。

★２ 目的地やその行き方が相手に伝わるように工夫して尋ねたり案内したりすることを通し

て、相手の立場に立って考え行動する力を高めるようにします。

実践例における「他者に働きかける力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１ 】

Excuse me. と言って声をか
けたり、 You're welcome. と
添えたりすることにより、尋ね
る児童も案内する児童も気持ち
よくやり取りできることを体感
させるようにする。
・教師がデモンストレーショ

ンをする際、Excuse me.
Thank you. などを加え、
これらの言葉を添える大切

さに気付かせる。
・気持ちのよいやりとりをす
るための言葉かけを行って

いるペアを全体に紹介し、
感じたことを交流させる。

【ポイント ★２ 】

相手に伝わるように尋ねたり
言ったりするための工夫を、全

員で共有できるようにする。
・相手に伝わるように工夫し
ているペアを全体に紹介

し、気付いたことを交流さ
せる。

・相手に伝わるようにするた

め、ジェスチャーを付ける、
相手の言葉を繰り返す、強
調して言うなどの工夫をし

ていることを確認する。

「他者に働きかける力」を育成する指導の工夫

小学校高学年 外国語活動における実践例
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１ 学 年 小学校 第５学年

２ 単 元 名 理由を明確にして、すいせんしたり、それを聞いたりしよう

３ 本時の目標 友達を推薦したり、自分の考えと比べながら友達の推薦を聞いたりして、聞き手

が納得する推薦の仕方について考えることができる。

４ 本時の展開

過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ 単元の学習計画をもとに、本時 ・目 的に 合わせ て人物 を推

の課題をつかむ。（単元を貫く言 薦することを確認する。

語活動を確認する。）

導

入

○ 前時までの学習内容を確認する。 ・推 薦す る人物 のよさ が伝

・推薦理由を考えること わ るよ うに理 由を考 えた

・推薦文の構成を工夫すること り 、具 体的な エピソ ード

を 入れ て話を 構成し たり

することを確認する。

○ グループ内で発表し、人物を推 ＊【 話】 推薦し た理由 が納

薦し合う。 得 でき るかど うかを 考え

な がら 聞き、 よりよ い推

○ 推薦の中から、よいと思うもの 薦 の仕 方をノ ートに まと

を一つ選び、その理由を書く。 めている。

→【ポイント ★１ 】 （ノート）

展 ・友 達の 発表し た理由 につ

い て納 得でき るかど うか

開 を考えるよう促す。

○ 選んだ人物とその理由について

グループで交流する。

・人物を選んだ理由をまとめる。

○ グループで話し合った結果を全 ・推 薦の 目的に 着目す るよ

体で発表する。 う促す。

終 ○ 聞き手が納得する推薦の仕方に ・交 流の 成果を ノート に整

ついてまとめる。 理する場面を設ける。

末 →【ポイント ★２ 】

★１ 「目的に合わせて事物や人を推薦する」という単元を貫く言語活動に対して、本時の学

習活動が対応するように工夫します。

★２ 学習のまとめにおいて、本時の学習活動でどのような言語能力を身に付けたのか、児童

が自覚できるようにします。

実践例における「話す力・聞く力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１ 】

自分の考えをもち、相手

の考えと比べながら聞くこ

とができるよう、活動の視

点を明確に示します。

・「推薦する目的を考え

ながら聞きましょう。」

・「推薦した理由が納得

できるかどうかを考え

ながら、選んだ理由を

書きましょう。」

【ポイント ★２ 】

本時の課題に対し、まと

めの内容を対応させ、学習

内容の定着を図ります。

・まとめの例

「主張を支える根拠を

明確にする（いくつ

話すか、どんな順序

で話すか）」

「強弱や速さ、間など、

効果的な話し方を工

夫する」

課題：自分が友達をすいせんした

り、すいせんを聞いたりし

て、聞き手が納得するすい

せんの仕方について考えよ

う。

「話す力・聞く力」を育成する指導の工夫

小学校高学年 国語科における実践例
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１ 学 年 中学校 第２学年
２ 題 材 名 インターネット等の利用
３ 題材の目標 インターネットや携帯電話の望ましい活用の仕方について考え、情報社会の一員

としての自覚をもち、責任のある行動をとろうとする態度を育てる。
４ 題材の展開
過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

事 ○ 防犯教室「ネットトラブルの実 ・情 報社 会に関 心をも ち、

前 態」で警察官の講話を聞く。 身 近な 問題と してと らえ

の られるようにする。

指 ○ 防犯教室終了後、学級活動ノー

導 トに感想を書く。

導 ○ 防犯教室の感想を発表し合う。

入

○ グループごとに、メールの対応 ・「 チ ェ ー ン メ ー ル が 届 い

について考える。 た 」「 友 達 の 悪 口 が 書 か

・事例ごとの対処法について考察 れ たメ ールが 届いた 」な

する。 ど 、生 徒にと って身 近に

・グループで考えを交流する。 感 じら れる事 例を取 り上

→【ポイント ★１ 】 げる。

展 ○ グループでまとめた考えを全体

に発表する。

開

○ 事例毎の望ましい対応について ＊【 思】 望まし いメー ルの

全体で意見交流をする。 対 応に ついて 考え、 理由

を 示し て自己 の意見 を述

べている。

（ 発言 の内容 、学級 活動

ノートへの記述内容）

○ 学習のまとめをする。 ・イ ンタ ーネッ トの利 用に

終 つ いて 、自分 の考え を学

級 活動 ノート にまと める

末 よう促す。

○ インターネットや携帯電話を利 ＊【 思】 情報社 会の一 員と

用する際の留意事項について話し し ての 自覚を もち、 適切

事 合う。 な 行動 の仕方 につい て考

後 ・自分のルールとして決めたこと え、実践している。

の や、家庭で話し合ったことを紹 （観察）

指 介し合う。

導 ・互いの取組のよさを認め合う。

→【ポイント ★２ 】

★１ インターネットや携帯電話に関する身近なトラブルへの対処法を考察することを通して

自己の生活の充実と向上について主体的に考えることができるようにします。

★２ 事後の活動において自分のルールづくりや家庭での話合いに取り組むことにより、情報

社会の一員として適切に行動する実践意欲を高めるようにします。

実践例における「自分の役割を果たす力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１ 】

「チェーンメールが届い

た」「友達の悪口が書かれた

メールが届いた」「アンケー

トに答えるとポイントをも

らえるというメールが届い

た」など、生徒が身近な問

題としてとらえることがで

きる事例を提示する。

【ポイント ★２ 】

各自が自分のルールとし

て決めたことや家庭で話し

合ったことを、紹介し合っ

たり認め合ったりする場面

を設け、実践への意欲の継

続化を図る。

「自分の役割を果たす力」を育成する指導の工夫

中学校 特別活動における実践例
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１ 学 年 中学校 第１学年

２ 主 題 名 希望と勇気、強い意志 内容項目１ー（２）
３ 本時のねらい 希望と勇気をもってねばり強く着実にやり抜く態度を育てる。
４ 資 料 名 「私と部活動」「得がたい石」（文部省 道徳教育推進指導資料１）
５ 本時の展開
過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ 生徒の挫折経験についての事前 ・挫 折の 経験が ない生 徒に

のアンケートの結果を確認する。 は 、も し自分 が挫折 した

→【ポイント ★１－① 】 ら どの ように 行動す るか

＜アンケート項目＞ などを考えるよう促す。

導 ・挫折の経験はあるか。

・挫折の経験のある人はどのよう

入 な挫折か。

・挫折をしたときはどのような気

持ちか。

・その後どういう行動をとったか。

○ 資料「私と部活動」を読んで話 ・希 望と 勇気を もって ねば

し合う。 り 強く 着実に やり抜 くこ

→【ポイント ★１－② 】 との大切さに気付くよう、

・「本気でテニスをやめよう」と 主 人公 の心の 変化に 着目

展 思ったときの筆者は、どのよう させる。

開 な気持ちだったか考える。

前 ・筆者を立ち直らせたのは、どの

半 ようなことだったか考える。

・この経験から、筆者はどのよう

な人間としての生き方を学んだ

か考える。

○ 自分の考えをまとめ、話し合う。

→【ポイント ★２ 】
展 ・苦しさやつらさから逃げずに、 ＊自 分に は苦し さやつ らさ

開 希望や勇気をもってやり抜いた か ら逃 げずに 、希望 や勇

後 経験やそのときの気持ちについ 気 をも ってや り抜く 力が

半 て、ノートに書く。 あ るこ とを認 識し、 これ

・ノートに書いた経験を交流し、 か らの 自分の 生き方 につ

お互いの気持ちを比較する。 いて考えている。

（ノートへの記述内容）

○ 補助資料「得がたい石」を読む。

・筆者が３年生になって書いた文

終 章を読み、苦しさやつらさから

逃げずに、希望や勇気をもって

末 やり抜くことの大切さを感じ取

る。

★１ 他者理解、自己理解を促し、道徳的価値及びそれに基づいた人間としての生き方につい

ての自覚を深めさせるようにします。

★２ 書く活動や語り合う活動など自己の心情、判断等を表現する機会を充実します。

実践例における「前向きに考える力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１－② 】

自分の価値観を見つめ

直し、新たな価値観に気

付くことができるよう、

子どもの考えの着眼点を

変える発問をする。

【ポイント ★２ 】

自らの生き方に向き合い、

より高い目標に目指すことが

できるよう、書くことや話し

合う内容の視点を明確に示す。

【ポイント ★１－① 】

今までの自分を振り返

るとともに、他者の考え

に触れる場面を設定する

ことで、自らの考えの深

化や変容を捉えやすくす

る。

「前向きに考える力」を育成する指導の工夫

中学校 道徳の時間における実践例
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１ 学 年 中学校 第２学年
２ 単 元 名 I want to know you.
３ 本時の目標 ペアによる会話を通して、自己紹介の表現を理解し、自分のことや相手のことに

ついて英語で紹介することができる。
４ 本時の展開
過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ 活動のモデルを見ることにより ・活 動の モデル を提示 する

本時の見通しをもつ。 こ とに より、 生徒が どの

導 ・ JTEが 「 相 手 の名前」「好きな よ うな 活動を 行うの かを

こと」「その理由」を質問し、 明示する。

入 ALTの回答をワークシートに記

入する。そのあと、役割を交代

し、同じ活動を行う。

○ ペアによる情報の聞き取り ワークシート１の例

→【ポイント ★１- ① 】
・生徒はペアになり、ワークシー

ト１を用いてお互いに質問をす

る。

・ワークシート２にペアに関する

情報を記入する。また、相手が

どのような人物であるかの１文

を必ず加える。

○ ペアによるクラス全体への発表

展 ・発表する際は、ジェスチャーな

どを交えながら、ペアの紹介を

開 する。 ワークシート２の例

→【ポイント ★２ 】
（ペアによる他者紹介の文例）

＊【 関】 身振り や手振 り、

知 って いる語 句や表 現を

う まく 利用し て自分 の考

・他のペアの発表を聞き、級友 えなどを話している。

に関する情報を理解する。 （ペアの紹介の観察）

○ 学習のまとめをする。

→【ポイント ★１- ② 】
終 ・ペアとの対話や発表を通して、

相手のことを知るための表現を

末 学ぶことができたか確認する。

★１ 傾聴するなど、互いのことを尊重し合いながら活動を行うことにより、積極的にコミュ

ニケーションを図ろうとする態度が身に付くようにします。

★２ 活動について生徒同士が評価し合う機会を設け、互いのよさがわかるようにします。

実践例における「自分自身や他者を理解する力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１－① 】
ワークシートに基づいて

活動を行いながら、相づち

を打つなど、積極的に相手

の話に耳を傾け、コミュニ

ケーションの楽しさを味わ

えるようにする。

【ポイント ★２ 】

発表したペアに質問した

り、感想を述べたりして

よかったところ、悪かった

ところがわかるようにす

る。

【ポイント ★１－② 】

自分のよさや個性が分か

り、他者のよさを理解し尊

重することの大切さについ

て確認できるよう、自己評

価シートを工夫する。

Hello, everyone. I introduce him to
you. His name is Masanori. He likes
to practice Karate because he wants
to be strong. I think he is a powerful
man. Thank you.

A: Hello, may I interview you?
B: Yes, of course.
A: What is your name?
B: My Name is
________________.
A: What do you like to do?
B: I like to ____________.
A: Why do you like it?
B: Because
_________________.

1 His / Her Name is
___________.
2 He / She likes
_____________,

because

「自分自身や他者を理解する力」を育成する指導の工夫

中学校 外国語科における実践例
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１ 学 年 中 学 校 第 ２ 学 年

２ 単 元 名 電 流 と 磁 界

３ 本 時 の 目 標 磁 石 の 回 り に 磁 界 が で き る こ と に つ い て 、 実 験 を 通 し て 基 本 的 な 概 念 や 法 則 を 理

解 す る こ と が で き る 。

４ 本 時 の 展 開

過 程 主 な 学 習 活 動 ・ 指 導 上 の 留 意 点 ＊ 評 価

○ 単 元 の 目 標 、 学 習 計 画 、 進 捗 状

況 を 確 認 し 、本 時 の 見 通 し を も つ 。

・ 二 人 一 組 で 、 い ろ い ろ な 強 さ の

磁 石 や 、 ゼ ム ク リ ッ プ を 用 い た

導 実 験 を 行 い 、 磁 力 の 及 ぶ 空 間 に

つ い て 調 べ る 。

入 →【ポイント★１ 】

・ 磁 力 が 及 ぶ 空 間 を 「 磁 界 」 と 呼

ぶ こ と を 知 る 。

○ グ ル ー プ で 、 磁 界 の 様 子 を 調 べ ・ 実 験 計 画 は 、 結 果 を 予 想

る た め の 実 験 計 画 を 立 て 、 計 画 に し た も の と な っ て い る か

沿 っ て 実 験 す る 。 考 え さ せ る 。

→【ポイント★２ 】
（ 例 ）

・ 磁 石 の ま わ り に 砂 鉄 を ま く 。

・ 方 位 磁 針 を 使 っ て 調 べ る 。

○ 実 験 結 果 か ら わ か る こ と を そ れ ＊ 【 思 】 磁界に関する事物 ・

展 ぞ れ が ま と め 、 グ ル ー プ 内 で 交 流 現 象 の 中 に 問 題 を 見 い 出

し 、 考 察 す る 。 し 、 目 的 意 識 を も っ て 観

開 考 察 の ポ イ ン ト 察 、 実 験 な ど を 行 い 、 磁

・ 規 則 性 の 有 無 界 の 表 し 方 に つ い て 自 ら

・ 図 で 表 現 す る こ と の 可 否 の 考 え を 導 い た り ま と め

・ 言 葉 を 用 い て ま と め る こ と の 可 た り し て 、表 現 し て い る 。

否 （発言の内容、ワークシ ー

ト の 記 述 内 容 ）

○ 考 察 し た こ と を グ ル ー プ で ま と

め 、 リ ー ダ ー が 発 表 す る 。

→【ポイント★３ 】

○ 学 習 の ま と め を す る 。

終

末

★１ 考えを発表し合ったり、討論しながら考えを深め合ったりする学習活動を取り入れます。

★２ 生徒の協働的な学習活動を通して、互いに関わり合う場面を意図的に設定します。

★３ それぞれの長所を生かした役割分担をすることにより、自己有用感を高めるようにしま

す。

実践例における「他者に働きかける力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★２ 】

グループのリーダーを中心

に全員が協働しながら実験の

進行に関わることができるよ

う実験計画を作成する。

磁 界 に は 方 向 性 が あ る 。

【ポイント ★３ 】

図で表現するのが得意な生

徒、文章にまとめるのが得意

な生徒、発表するのが得意な

生徒など、それぞれの長所を

生かせるよう、分担を工夫し

て考察をまとめさせる。

【ポイント ★１ 】

他者との話合い活動を通し

て自分の考えを深化させるこ

とができるように、話し合う

場面と時間を確保する。

「他者に働きかける力」を育成する指導の工夫

中学校 理科における実践例
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１ 学 年 中学校 第３学年

２ 単 元 名 課題解決に向けて話し合おう

３ 本時の目標 「共同宣言」（学級で扱うことに決めた社会生活における課題について、宣言の

趣旨や目的を記した前文と、解決のための具体的な行動を箇条書きで示したリーフ

レット）の作成のため、各グループの具体案をクラス全体で検討し、よりよい宣言

文にまとめることができる。

４ 本時の展開

過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ 単元の目標、学習計画、進捗状況を確認

し、本時の見通しをもつ。

・前時に各グループで作成した具体案（宣

導 言に盛り込む具体的な内容・文章）を持

ち寄ってクラス全体で検討し、よりよい

入 宣言文にまとめる。

・議長を決め、会議の目的と進め方を確

認する。

→【ポイント ★１－① 】

○ グループ案を全体で検討し、宣言文をま ・よりよい宣言文にまとめるとい

とめる。 う目的を常に意識するよう促す。

→【ポイント ★１－② 】 ・場にふさわしい言葉遣いや分か

・効果や実現性など、内容の面から検討す りやすい言葉を使うよう促す。

展 る。 ＊【 話】 他のグ ループ の具

・文章として適切かなど、表現の面から検 体 案の よいと ころを 指摘

開 討する。 し たり 、調整 の仕方 を提

案 した りしな がら、 自分

○ 宣言の前文の案を各グループから提案し の 意見 を見直 したり 深め

文章にする。 たりしている。

・宣言の趣旨や決意を簡潔にまとめる。 （発言の内容）

○ リーフレットの作成担当者を決める。

○ 話合いの仕方を振り返る。

終 →【ポイント ★２ 】
（振り返りの観点）

末 ・具体的な根拠をもとに筋道立てて話すこ

とができたか。

・解決する課題と目的を意識して話すこと

ができたか。

・提案の長所を整理し、最終案に生かす

ことができたか。など

★１ 話合いの仕方を確認し、課題の解決に向け、適切に話合いが進行できるようにします。

★２ 自分の思いや考えを適切に表現できたかを振り返る機会を設け、身に付けた能力を自分

で確認できるようにします。

実践例における「話す力・聞く力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１－② 】

グループの話合いの進

度に応じて「この場合、ど

のように話を進めるとよ

いですか」など、議論の

進め方について考える場

面を設ける。

【ポイント ★２ 】

振り返りの観点を示し、身

に付けた力を意識できるよう

にする。

全体会議で具体案を検討しよう

【ポイント ★１－① 】

話合いが効果的に展開

するよう、全体会議の目

的や進め方を確認する。

「話す力・聞く力」を育成する指導の工夫

中学校 国語科における実践例
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１ 学 年 高等学校 第１学年

２ 単 元 名 地理Ａ 地球的課題の地理的考察

３ 本時の目標 食料問題についての関心と課題意識を高め、地域間の格差やつながりを捉えなが

ら我が国との関わりを考察し、国際社会に主体的に生きる日本国民としての役割を

果たそうとする。

４ 本時の展開
過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ ハンガーマップを見て気 ・ハンガーマップを提示す

付いたことをグループで話 る。

し合う。 ・グループごとに世界や地

域における飢餓の状況に

導 ついて考察させる。

○ 食料事情にはどのような ・食料事情にはどのような

入 問題があるかをとらえ、グ 問題があるかを説明する。

ループで追究するテーマを ・テーマを設定の理由をグ

決定する。 ループごとに発表させる。

→【ポイント ★１ 】

○ グループごとに、テーマ ・グループ内で作業を分担

に沿って意見交換する。 をして取り組ませる。

・収集した地理情報から、 ＊【関】食料問題に対する

テーマに沿って地域性を 関心と課題意識を高め、

読み取る。 それを意欲的に追究し、

展 ・読み取った地域性につい 国際社会に生きる日本国

て、比較したり関連付け 民としての役割について

たりする。 考えようとしている。

（発言の内容、ノートへ

○ 食料問題と日本との関わ の記述内容）

開 りを考える。

→【ポイント ★２ 】

○ 今後の課題や改善策につ

いて、具体的な取組として

まとめる。

終 ○ 本時の学習をまとめ、次 ・発表時間、発表順、発表

時の学習について確認する。 時の役割分担について説

末 明する。

★１ 自分と社会とのつながりを意識して他の生徒と交流することを通して、自己が社会を

構成する一員であることを自覚させるようにします。

★２ 「諸事象を公正に判断する力」を高めることにより、世界の問題と自分との関係につ

いて考えることができるようにします。

実践例における「自分の役割を果たす力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１ 】

各自が食料問題をどのよう

にとらえたかをグループで交

流し、自分と社会とのつなが

りという視点から相手の考え

に対する意見を伝えたり、質

問したりして、テーマを決め

るようにする。

【ポイント ★２ 】

自分の日常の食生活と世界

の食料問題とを結び付けて考

えさせるようにする。

「自分の役割を果たす力」を育成する指導の工夫

高等学校 地理とキャリア教育を結び付けた実践例
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１ 学 年 高等学校 第１学年
２ 単 元 名 私たちの生きる社会
３ 本時の目標 携帯電話を題材に、情報通信機器を適切かつ主体的に活用するために、自己との

関わりにおいて情報に関わる課題を見出し、「幸福、正義、公正」の枠組みを基に、
解決策について考察することができる。

４ 本時の展開
過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ 単元の目標を確認し、本

時の見通しをもつ。

導 ・携帯電話でできることに ・ゲーム性をもたせた活動

ついて、となりの人と話 により、意欲を喚起する。

し合い、７個以上出 たら

入 挙手をする。

○ 携帯電話を活用する上で

の課題について具体的に考

え、ワークシートに記入す

る。

→【ポイント ★１ 】
○ ４人グループをつくり、 ・それぞれの立場に配慮す

ワークシートに記入したこ ることが「公正」であり、

とを交流し、出てきたもの 解決策を考えることが「正

を個人の「幸福」と他者の 義」であることを説明し、

展 「幸福」に分類する。 自分で解決策を考える中

で自分の判断基準を意識

させるようにする。

○ 自分の「幸福」と他者の ＊【思】自分の「幸福」と

「幸福」が対立した状況を 他者の「幸福」が対立し

開 どのようにして合意に結び た状況について、幸福、

付けるかについてグループ 正義、公正などの観点か

で話し合う。 ら多面的・多角的に考察

→【ポイント ★２ 】 し、様々な立場、考え方

を踏まえて公正に判断し

て、その過程や結果を適

切に表現している。

（発言の内容、ワークシー

トの記述内容）

○ 話し合いの結果を受けて、
終 各自で考えた、自分の「幸

福」と他者の「幸福」の対

末 立状況の解決策を、ワーク

シートに記入し、提出する。

★１ 携帯電話を題材に、情報に関わる課題を自己との関わりにおいてとらえ、自分と社会

とのつながりが理解できるようにします。

★２ 様々な立場の「幸福」に気付き、それらが尊重されるような解決策をグループで考え

ることにより、社会や他者を尊重しながら生きる意欲が高まるようにします。

実践例における「前向きに考える力」を育成する指導のポイント

携帯電話でできること

を考えよう

【ポイント ★１ 】

情報に関わる課題を、自

己との関わりにおいてとら

えることができるよう、視

点を明確に示す。

・携帯電話を利用して、自

分が「知りたいこと」「知

らせたいこと」「知られた

くないこと」「知りたくな

いこと」を考えて、ワーク

シートに書く。

【ポイント ★２ 】

交流において、「幸福・公正

・正義」の枠組みを用いて解決

策を考える際の留意点を示す。

・それぞれの立場に配慮して

いるか。

・少数者や弱い立場の人も尊

重されているか。

・自分が解決策を考えている

ときの判断基準は何か。

「前向きに考える力」を育成する指導の工夫

高等学校 現代社会における実践例
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１ 学 年 高等学校 第２学年
２ 題 材 名 多方面で活躍する人たちの人生観
３ 本時の目標 他者の考えを知り、他者と共生する上で必要となる視点や力、自己を豊かにするため

の考え方と行動、計画性と継続、努力と挑戦することの大切さを知り、自己の在り方生

き方を明らかにする。
４ 本時の展開（外部講師による講演後）

過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

○ 前時の内容を振り返る。 ・生徒が自己に重ね合わせ

・ 外部講 師によ る講演を聞 ながら振り返ることがで

導 いた感想を書く。 きるようにする。

・他者の価値観や個性等に

入 ついて理解し、受け入れ

ることの大切さに気付か

せるようにする。

○ 自己の在り方生き方に関 ワークシートの例

する考えを整理する。

・自分の考えをワークシー

トの１、２に書く。

→【ポイント ★１ 】

展

開 ○ グループ内で互いの考え ＊【思】社会との関連を意

を発表し、将来への目標を 識して自己の在り方生き

明確にする。 方について考えている。

・相互評価を行う。 （ワークシートへの記述

・交流を通して新たに気付 内容）

いたことをワークシート ・公民科、家庭科など各教

の３に記入する。 科と関連させる。

→【ポイント ★２ 】 ・働くことの意義について

理解させる。

・計画性と継続、努力、挑

戦することの大切さにつ

いて気付かせる。

○ 本時の学習を振り返り、ポー

終 トフォリオに記入する。

・他者の発表を聞いて自己を

末 重ね合わせ、気付きを記録

する。

★１ 社会との関連を意識して自己の在り方生き方について考えることを通して、自己理解

が深まるようにします。

★２ 他の生徒と交流する活動において、他者を受け入れ、尊重することができるようにし

ます。

実践例における「自分自身や他者を理解する力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１ 】

考えを整理するための視

点を示す。

・自分の興味・関心の対

象が地域社会の中でど

のような意味をもって

いるか。

・自分の特長をどのよう

に社会に生かすことが

できるか。

【ポイント ★２】

自己の在り方生き方につい

て互いの考えを交流させた後、

ワークシートに書いた自分の

考えを見直したり交流を通し

て新たに気付いたことを書き

加えたりするよう促す。

１ 社会の中で、どの
ように自己を生かし
ますか。

２ １で書いたことを
どのように実現させ
ますか。

３ グループでの交流
を通して気付いたこ
とを書きましょう。

「自分自身や他者を理解する力」を育成する指導の工夫

高等学校 総合的な学習の時間における実践例
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１ 学 年 高等学校 第１学年
２ 単 元 名 数学Ⅰ 二次関数
３ 本時の目標 ・日常生活や社会生活などにおける事象の数学的な側面に着目し、数学的に表現

（数学化）する。
・日常の課題を数学的に解決することにより、今後の学習に関心をもつ。

４ 本時の展開
過程 主な学習活動 ・指導上の留意点 ＊評価

課題

導 ・数学の記号・用語を用い
て自分の言葉で発言でき

るようにする。

入

○ 課題に対する予想を考える。
○ 課題を考える。 ＊【関】二次関数について

・課題解決に必要な情報や 関心をもち、事象の考察

条件を設定する。（個別） に二次関数を活用しよう
・課題解決に必要な情報や としている。

条件について発表する。 （発言の内容、ノートへ

（グループ） の記述内容）

→【ポイント ★１－① 】
→【ポイント ★２ 】
○ 上記の中から、特に必要

展 な条件を発表する。（一斉）
問題１

開

・制動距離を求める式を利
用して計算する。（個別）

・本来の制動距離との差異 ・適切な言葉や数学用語を
について考察する。（一斉） 用いて、根拠を明確にす

問題２ るよう指導する。

・説明の不十分な点や誤り
について議論させる。

・停止距離を求める式を利 ・「 摩 擦 係 数 μ 」 の デ ー タ

用して計算する。（個別） を配付する。

○ 「適切な車間距離」につ
終 いて周りの人にわかりやす

く伝えるために、学習した

内容をまとめる。（個別）

末 →【ポイント ★１－② 】
○ まとめた内容を発表する。

（一斉）

★１ 「説明する」、「議論する」という場面を計画的に設けることにより、他者に自分の考

えを伝えることができるようにします。

★２ 健全な批判力を育てることを通して、他者に自分の考えを伝えることへの自信と意欲

をもたせるようにします。

実践例における「他者に働きかける力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１－① 】

自らの考えを積極的に話すこ

とができるようにするとともに、

他者の意見を受け入れ、課題解

決に必要な条件を話すことがで

きるようにするために、「ブレー

ンストーミング」の場面を設け

る。

【ポイント ★１－② 】

学習した内容について他者に

わかりやすく伝えることができ

るようにするために、「学習した

内容を周りの人にわかりやすく

伝える」という目的意識をもた

せる。

【ポイント ★２ 】

互いの考えを伝え合いながら、

グループとしての考えをまとめ

られるようにするために、「ＫＪ

法」を活用する。

「他者に働きかける力」を育成する指導の工夫

高等学校 数学科における実践例

車が安全に止まれて、渋
滞の原因とならない車間距
離は何ｍとればよいですか。

５人が乗っている普通乗
用車が、時速 60kmで 走行
しています。適切な車間距
離は何ｍですか。

問題１において、反応す
るまでの時間を0.75秒とし
ます。適切な車間距離は何
ｍですか。
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２ 単 元 名 交流 を 通し て 、自 分 の考 え を深 め る

３ 本 時 の 目 標 課 題 を 解 決 し た り 考 え を 深 め た り す る た め に 、 相 手 の 考 え を 尊 重 し 、 表 現 の 仕 方

を 工 夫し て話 し 合 う。

４ 本時 の 展開
過程 主な 学習活動 ・ 指導上の 留意点 ＊評価

○ 本 時 の 学 習 に つ い て 確 認 ・「 羅 生 門 」（ 芥 川 龍 之 介 ）

する 。 に 関 す る 大 テ ー マ 「 生 き

導 る た め の 論 理 」 に つ い て

立てた４ つの小テ ーマ「葛

藤 」「 決 断 」「 喪 失 」「 不

入 安 」 に 対 す る 考 え を 、 他

の 人 と の 交 流 を 通 し て 深

めること を確認す る。

○ グ ル ー プ の 中 で 分 担 し て ＊ 【 話 】 相 手 の 考 え を 踏 ま

調 べ て き た 各 小 テ ー マ に つ え て 自 分 の 考 え を 説 明 し

い て 、 他 の グ ル ー プ で 同 じ た り 、 考 え を 相 対 化 し た

小 テ ー マ を 担 当 し て い る 人 りして話 し合って いる。

と話 し合う 。 （話合いの様子の観察）

展 ・ 同 じ 小 テ ー マ の 担 当 同 士

で グ ル ー プ を つ く り 、 調

べ たこと を説明し 合う。

・ 他 の 人 か ら 得 た 情 報 等 を

ノ ー ト に 書 き 足 し た り 、

開 互 い に 説 明 し 合 っ た り し

な がら考 えを深め る。

→【ポイント ★１ 】

→【ポイント ★２ 】

○ 次 時 の 学 習 に つ い て 確 認 ・ 本 時 に 話 し 合 っ た こ と を

終 する 。 元 の グ ル ー プ の 人 に 説 明

す る た め の 要 約 メ モ を 作

末 成するこ とを確認 する。

★１ 課題を解決したり考えを深めたりするための話合いを通して、相手の立場を尊重して

話し合う力を高めます。

★２ 表現の仕方について論理的側面と情意的側面に配慮させ、目的や場にふさわしい表現

をすることができるようにします。

実践例における「話す力・聞く力」を育成する指導のポイント

【ポイント ★１ 】

相手の立場を尊重して話し

合い、考えを相対化するため

のポイントを示す。

・相手の考えの要点を自分

なりに整理する。

・相手の示す根拠の適否な

どを確かめるために質問

する。

・相手の意見と自分の意見

との共通点や相違点につ

いてまとめる。

【ポイント ★２ 】

話合いにおける表現の仕方

の留意点を示す。

・話の展開や構成、言葉遣

いを工夫する。

・表情や視線、声の調子に

配慮する。

「話す力・聞く力」を育成する指導の工夫

高等学校 国語科における実践例


